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世 帯 と 人 口( 2. 10. 1)
世 帯245, 227
人 囗642, 111 人
男326, 387 人
女315, 724 人

RECYCLEPAPER
―森林資源を大切に―

特 別 養護老 人ホ ー ム
( 仮称)「扇」建設始まる

平

成
4

年
度

に

開
設
予

定

区
で
は
、
平
成
元
年
3
月
に
策
定
し
た
「
足
立
区
福
祉
総
合
計
画
」
に
基
づ
い
て
、
区
内
で
4
番
目
の
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
(
仮
称
)「
扇
」の
建
設
に
着
手
し
ま
し
た
。こ
の
施
設
は
、
急
激
な
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
伴
っ
て
増
大
す
る
寝
た
き
り

老
人
や
、痴
呆
(
ち
ほ
う
)
性
老
人
の
た
め
の
拠
点
施
設
と
な
り
ま
す
。問
題
行
動
の
多
い
お
と
し
よ
り
の
専
用
介
護
棟
や
。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設
し
、
お
と
し
よ
り
の
養
護
、
生
活
指
導
な
ど
の
デ
イ
ホ
ー
ム
事
業
や
在
宅
す
る
お

と
し
よ
り
の
介
護
相
談
事
業
も
行
い
ま
す
。
平
威
4
年
度
に
開
設
す
る
予
定
で
す
。

住
み
慣
れ
た
地
域
の
拠
点
施
設
と
し
て

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
(
仮

称
)「
扇
」
は
、
扇
一
丁
目
5
2番

に
建
設
し
ま
す
。
こ
れ
は
、
家

庭
で
介
護
す
る
こ
と
が
困
難
な

寝
た
き
り
な
ど
の
お
と
し
よ
り

が
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生
活

す
る
た
め
の
入
所
施
設
で
す
。

地
上
3
階
二
部
4
階
)
、地

下
I
階
、
延
べ
床
面
積
が
約
4

干
禀
平
方
气

入
所
定
員
は
7
6

人
で
、
一
般
棟
の
ベ
ッ
ド
数
は
3
6

床
で
す
。

ま
た
、
痴
呆
性
老
人
に
適
切

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
設
備
の

配
慮
を
施
し
た
専
用
介
護
棟
も

整
備
し
、4
0床
を
設
置
し
ま
す

。

高
齢
者
在
宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
併
設

こ
の
施
設
に
は
、
高
齢
者
在

宅
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
併
設

し
ま
す
。
在
宅
の
、
介
護
を
必

要
と
す
る
老
人
や
痴
呆
性
老
人

を
対
象
に
、
機
能
訓
練
や
各
種

の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
短
期
保
護

(
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
)
、
入
浴
サ

ー
ビ
ス
事
業
な
ど
を
行
い
ま

す

。
ま
た
介
護
者
か
ら
の

、
相

談
を
受
け
た
り
、
介
護
教
室
を

開
く
な
ど
施
設
機
能
を
地
域
に

閧
放
し
ま
す
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
は

、

区
内
に
2

ヵ
所
(
「
足
立
新
生

苑

」「
紫
磨
園
」)
あ
り
ま
す
が

、

こ
れ
に
現
在
建
設
中
の
痴
呆
性

老
人
の
専
用
介
護
棟
を
併
設
す

る
(
仮
称
)
「
さ
の
」と
、
今
回
建

設
に
着
手
し
た
(
仮
称
)
「
扇

」を

加
え
、計
4

ヵ
所
と
な
り
ま
す

。

い
ず
れ
も
在
宅
福
祉
を
推
進

す
る
拠
点
と
し
て

、
地
域
の
皆

さ
ん
に
利
用
し
て
い
た
だ
く
施

設
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す

。

特別養護老人ホーム・高齢者在宅サービスセンター( 仮称) 「扇」完成予想図

始 まり ます
障 害 児 歯 科 診 療
在宅寝たきり老人訪問歯科診療 1

1月
1
7日
か
ら
受
付
開
始

区では足立区歯科医師会の協力を得て、障害児歯科
診療と在宅寝たきり老人訪問歯科診療を行うことにな
り ました。予約申込の受付は、11月17日から始めます。

障
害
児
歯
科
診
療

心
身
に
軽
・
中
度
の
障
害
が

あ
り
、こ
れ
ま
で
一
般
の
歯
科

診
療
所
で
治
療
が
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
障
害
児
の
方
に
、
歯
科

診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
1
8歳
未
満

の
軽
・
中
度
の
障
害
が
あ
る

方
で
。
診
療
場
所
ま
で
通
院

可
能
な
方

診
療
日
時

毎
週
木
・
土
曜
日
、

午
前
9
時
～
正
午
(
祝
日
、

年
末
年
始
を
除
く
)

診
療
場
所

足
立
区
歯
科
医
師

会
口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

在
宅
寝
た
き
り
老
人

訪
問
歯
科
診
療

寝
た
き
り
で
、
一
般
の
歯
科

診
療
所
に
通
え
な
い
お
と
し
よ

り
の
方
に
、
歯
科
医
師
が
訪
問

し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。

対
象

区
内
在
住
の
6
5歳
以
上

の
寝
た
き
り
の
方
で
、
在
宅

で
介
護
者
の
い
る
方

往
診
日
時

月
曜
日
か
ら
土
曜

日
(
時
間
は
事
前
に
連
絡
し

ま
す
)

※
申
し
込
み
受
け
付
け
後
、
本

人
の
健
康
状
態
や
歯
の
状
態
な

ど
の
事
前
調
査
を
行
う
た
め
、

診
療
が
始
ま
る
ま
で
に
あ
る
程

度
の
日
数
が
か
か
り
ま
す
。

-

い
ず
れ
も
i

申
込
方
法

電
話
予
約

申
込
日
時
H
月
1
7
日
(
土
)
　

か
ら
、毎
週
火
曜
日
か
ら
土
　

曜
日
(
祝
日
、年
末
年
始
を
　

除
く
)
、午
前
9
時
3
0
分
～
午
　

後
3
時
3
0分
(
た
だ
し
、
正

午
～
午
後
1
時
を
除
く
)

費
用

保
険
診
療

名称 が変 わ り まし た

「婦人」から「女性」へ
足立 区女 性 総合セ ンタ ー

H
月
1
日
か
ら

、
足
立
区

婦
人
総
合
セ
ン
タ
ー
が
、「
足

立
区
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

」

に
名
称
を
変
え
ま
し
た

。

「
婦
人
」と
い
う
言
葉
は

、

一
般
的
に
既
婚
女
性
を
指
す

言
葉
で
す
。
し
か
し

、
女
性

問
題
の
解
決
は

、
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
全
女
性
を
対

象
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
婦
人

」
に
対
す
る
男
性
名

詞
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら

、
婦

人
で
は
な
く

、
よ
り
広
い
意

味
を
持
つ

妥

性
」
と
し
た

力
が
適
切
で
あ
る
た
め

、
名

称
を
変
更
し
た
も
の
で
す

。

セ
ン
タ
ー
は
、
今
後
と
も

男
女
共
生
社
会
の
実
現
に
向

け
て
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
合
せ
先

足
立
区
女
性
総

合
セ
ン
タ
ー豐

8
8
0
5
2
2
2

入
賞
お
め
で
と
う

平
成
2
年
度
「
緑
の
写
真

コ
ン
ク
ー
ル
」入
賞
者
発
表

応
募
総
数
2
8
2点
の
中
か

ら
、9
月
1
9日
の
審
査
会
で

次
の
皆
さ
ん
の
入
賞
が
決
定

し
ま
し
た
(
敬
称
略
)
。

▽
推
せ
ん

金
子
孝
造
「
緑

の
散
歩
道
」

マ
特
選

石
井
宏
美
「
源
平

桃
の
あ
る
家
」
、神
山
艮
雄

「
霧
の
木
立

」、
古
性
定
之

助
「
緑
の
中
の
伊
興
セ
ン

タ
1

」

▽
入
選

渋
谷
成
夫
「
雨
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ

」、木
村
い

わ
子
「
花

散
り
て
み

ど

り
」
、広
瀬
太
一

「
緑
陰
」、

高
橋
行
五

「
緑
の
遊

歩

道
」
、石
川
宗
一
「
朝
の
散

歩
」
、
鈴
木
晴
雄
「
公
園
の

み
ど
り

」、
三
ツ
山
幸
夫

「
新
緑
と
太
陽
」
、
林
正
道

「
朝
日
受
け
て

」
、
石
川
公

三
郎
「
緑
陰
散
策
」、
外
村

正
己
「
窓
辺
」
、ほ
か
佳
作

2
0人

問
合
せ
先

本
庁
舎
宇

住
)
　

・
緑
化
係昔

8
8
2
1
1
1
1
㈹

推
せ
ん
作
品

金
子
孝
造
「
緑
の
散
歩
道
」

図 書 館 等 に つ い て
世論調査を 行います

11月8日～25日

区
で
は
、
区
民
の
声
を
区
政

に
生
か
す
た
め
「
足
立
区
政
に

関
す
る
世
論
調
査
」
を
行
い
ま

す
。今

回
の
テ
ー
マ
は
、図
肅
館

を
は
じ
め
と
し
て
災
害
対
策
、

公
園
、情
報
公
開
な
ど
で
す
。

調
査
は
、
区
が
委
託
し
た
調

査
会
社
の
専
門
調
査
員
が
お
宅

を
訪
問
し
、
聞
き
取
り
で
行
い

ま
す
。
結
果
は
統
計
数
字
で
処

理
し
ま
す
の
で
、
個
人
の
名
前

が
出
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
対
象

住
民
基
本
台
帳
か

ら
無
作
為
に
選
ん
だ
、
区
内

在
住
の
2
0歳
以
上
8
0歳
未
満

の
区
民
、2
千
人

調
査
力
法

面
接
調
査

調
査
期
間
H
月
8
日
～
2
5
日

問
合
せ
先

本
庁
舎
♀
住
)
・

広
聴
係

雲
8
8
2
1
1
1
1㈹

1
1月
1
2日
区
役
所
は
休
み
ま
す

即
位
礼
正
殿
の
滾
の
行
わ

れ
る
平
成
2

年
H

月
1
2
日

(
月
)
は

、
法
律
で
休
日
と

な
り
ま
す

。
区
の
窓
口
も
休

み
と
な
り
ま
す

。

な
お
、
次
の
施
設
は
開
設

し
ま
す

。

▽
図
書
館
♀

住
・
常
柬
・
宮

城
・
新
田
図
書
館
は
休
館
)

マ
郷
土
博
物
館

▽
青
年
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設

▽
区
民
保
食
所

▽
国
民
健
康
保
険
保
養
所

問
合
せ
先

各
施
設
窓
口

◆ あだち広報は、毎月5 日、15日、25日に発行します
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福

祉

使
わ
な
い
車
椅
子
の
ご
寄
贈
を

北
部
福
祉
事
務
所
で
は

、
区

民
の

皆
さ
ん
か
ら
寄
贈
さ
れ
た

車
椅
子
を

、
通
院
等
で
必
要

な

方
に
お

貸
し
し
て
い
ま
す

。

便
わ
な
く
な
っ
た
申
偽
子
が

あ
り
ま
し
た
ら
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
の
で

、
こ
寄
贈
く

だ
さ
い

。
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ

ぱ

、
受
け
取
り
に
伺
い
ま
す

。

申
込
・
問
合
せ
先

北
部
福
祉

亊
務所
庶
務係

棚
6
8
0
0

児
童
扶
養
手
当
・

特
別
児
童
扶
養
手
当
の
申
請
を

区
内
に
住
所
が
あ
り

、
次
の

児
童
を
扶
養
し
て
い
る
方
に
支

略
し
ま
す

。
該
当
の
方
は

、
申

騎
し
て
く
だ
さ
い

。

□
児
童
扶
養
手
当

1
8歳
禾
満
(
中
夏
以
上
の
障

害
の
あ
る
場
合
は
2
0
歳
未
満
)

の

次
に
該
当
す
る
児
童

▽
父
母
が
離
婚

▽
父
観
が

死
亡

マ
父
観
か
生
死

不
明

▽
父
観
に
1

年
以
上
遺
棄
さ
れ

て
い
る

▽
父
観
が
法
令
に
よ

り
1

年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る

▽
父
親
が
い
な
い
(
母
観
が

婚
姻
に
よ
ら
ず
に
懐
胎
し
た
児

蜒
で

、
父
覡
に
認
知
さ
れ
て
い

な
い
)

▽
父
観
が
抗
度
の
障

害
(
身
体
涼
害
者
手
帳
1
・
2
級

程
慶
)

※
次
に
該
当
す
る
方
に
は
支
紿

さ
れ
ま
せ
ん

。

▽
所
尽
制
限

額
以
上
の
方

▽
公
的
年
金
受
姶
者

▽
児
童

が
父
毋
の
死
亡

等
で
公
的
年
金

を
受
紿
し
て
い
る

、
ま
た
は
加

給
対
象
と
な
っ
て
い
る

▽
児

童
が
施
設
に
入
所
し
て
い
る

手
当
月
額

▽
児
童
1

人
・・
・
3

万
5

千
Ⅲ
円
(

一
部
支
給
は
2

万
4

千
4
0円
)

▽
2
人

目
は
5

千
円

、3
人
目
以
降

は
2

千
円
加
算

※
昭
和
6
0
年
8
月
1
日

以
降
に

児
童
扶
養
手
当

支
給
娶
件
に
該

当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は

。

正
当
な
理
由
が
な
く
5
年
以
上

手
当
の
請
求
を
し
な
い
と

、
認

定

請
求
が
で

き
な
く
な
り
ま

す

。

□
特
別
児
童
扶
養
手
当

2
0蔵
禾
周
で

、
心
身
に
黻
度

ま
た
は
中
慶
の
障
害
が
あ
り

、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児

童
に
支
給
し
ま
す

。

▽
納
神
薄
弱
(
愛
の
手
帳
1

～
3

慶
程
慶
)

▽
身
体
障
害

(
璋
害
者
手
帳
1

～
3
級
裡
度
)

※
呎
に
該
当
す
る
方
に
は
支
紿

さ
れ
ま
せ
ん

。

▽
所
碍
制
限
額
以
上
の
方

▽
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的
年

金
を
受
給
中
の
児
童

▽
施
設

に
入
所
し
て
い
る
児
童

手
当
月
額

▽
塹
度
E
4

万
3

千
勁
円

▽
中
度
…
2

万
9

千
5
0円

申
請
・
問
合
せ
先

ま
庁
舎
(
千

住
ご

児
童
助
成
係

ご
利
用
く
だ
さ
い

喜
寿
・
傘
寿
・
米
寿
マ
ッ
サ
ー
ジ
券

平
成
元
年
9

月
1
7日
か
ら
2

年
9
月
1
6
日
ま
で
に
満
7
7・
8
0

・
8
8
歳
に
な
っ
た
方
に
。
記
念

品
と
マ
ッ
サ
!

ジ
券
を
お
贈
り

し
ま
し
た
。
マ

ッ
サ
ー
ジ
券
の

有
効
期
限
は

、3

年
3
月
1
5日

ま
で
で
す

。
同
封
の
利
用
説
明

書
を
お
読
み
の
う
え

、
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

な
お

、
出
張
料
を
負
担
す
れ

ぱ

、
自
宅
で
卮
術
が
受
け
ら
れ

ま
す

。

問
合
せ
先
杠
会
福
祉
協
讌
会8

8
8
1
5
5
0

年

金

今
月
は
老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
い
月

老
齢
嘔
祉
年
金
を
受
け
て
い

る
方
は

、
今
月
1
2日
(
月
)
か
ら

指
定
の
郵
便
局
で
支
弘
い
を
受

け
ら
れ
ま
す

。

郵
便
局
へ
持
参
す
る
も
の

▽

年
金
証
S
(
緑
色
の
手
帳
)

▽
印
か
ん

▽
代
理
人
が
支

払
い
を
受
け
る
と
き
は

、
代

理
人
の
印
か
ん

問
合
せ
先

中
央
太
町
庁
舎
・

園
民

年
金
課
給
付
係

唹
5
1
6
5

保
険
料
は
年
末
調
整
の

「
所
得
控
除
」の
対
象
と
な
り
ま
す

国
民
年
金
の

加
入
者
が
納
付

し
た
保
険
料
は

、
そ
の
金
額
が

「
社
会
保
険
控
除
」
と
し
て
所

刄
か
ら
差
し
引
か
れ

、
課
税
の

対
象
と
な
り
ま
せ
ん

。

現
在

、
国
民

年
金
の
第
3
号

被
保
険
者
と
な
っ
て
い
る
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
の
う
ち

、

今
年
1
月
か
ら
1
1
月
の
間
に
第
1

号
岐
保
険
者
と
し
て
自
分
で

保
険
科
を
納
付
し
た
方
は
。
駟

付
し
た

保
険
料
の
金
額
を
。
ご

主
人
が
年
末
調
整
の
際
に
旻
出

す
る
『
保
険
料
控
除
申
告
書
』

に
記
入

す
れ
ば
控
除
さ
れ
ま

す
。
忘

れ
ず
に
手
続
き
し
て

く

だ
さ
い

。

問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎
。

国
民
年
金
諏
保
険
料
係
　

8
8
0
5
1
6
1

1
1
月
の
ね
ん
き
ん
相
談

年
金
に
つ
い
て
の
ち
ょ

う
と

し
た
疑
問
や
、
さ
ま
ざ
ま
な
心

配
事
に
足
立
社
会
保
険
事
務
所

の
専
門
官
が
匱
接
お
答
え
す
る

「
ね
ん
き
ん
相
談
コ

ー
ナ
と

を
毎
月
第
1
水
曜
日
に
閲
・殿
し

て
い
ま
す
。

ど
ぅ
ぞ
お
気
曜
に
お

立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

日
時
1
1

月
7
日
(
水
)
、午
肋
1
0

時
1

午
俊
3
時
3
0
分

場
所

中
央
本
町
庁
舎
2

落
、

園
民
年
金
謀
肋

問

合
せ
先

中
央
本
町
庁
合
・

国
民
年
金
課
推
進
係

8
8
0
5
0
6
1

税

金

年
末
調
整
の
説
明
会
を
行
い
ま
す

区
と
税
務
署
で
は
、
年
末
調

鹽
の
説
明
会
を
行
い
ま
す
。
今

年
も
税
法
改
正
か

あ
り
ま

し

た
。
給
与
関
係
事
務
を
担
当
す

る
方
は
、
ぜ
ひ
ご
出
席
く
だ
さ

し
な
お
、
自
動
申
で
の

采
場
は

ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

表
3
の
と
お
り

問
合
せ
先

中

央
本
町
庁
舍
・

特
別
徹
収
係
(

　
8
8
0
5
0
9
1
)

、
足
立
税
務
醤
(
　
瞋
6
2
4

こ

、
西
新
井
税
筋
答
(

　
膓
1
1
1

ふ

表3　 年末調整説明会会場

※ い ずれ も、 午 後1 時30 分 ～4 時

教

育

あ
っ
せ
ん
し
ま
す

私
立
高
校
等
入
学
資
金
融
資

お
子
さ
ん
が
私
立
の
高
校
や

高
等
専
門
学
校
等
へ
入
学
す
る

た
め
の
入
学
金
等
に
お
困
り
の

方
へ
殿
資
の
あ
っ
せ
ん
を
し
ま

す
。

申
込
資
格

▽
私
立
の
高
校
、

高
等
専
門
学
校
ま
た
は
文

部

大
臣
が
指
定
し
た
専
修
学
校

の
高
等
課
程
進
学
予
定
者
と

同
居
し
て
い
る
保
謾
者

▽

区
内
に
引
き
続
き
1

年
以
上

居
住
し
、
庄
民
税
を
爬
峭
し

て
い
な
い

▽
平
成
元
年
中

の
所
得
か
次
の
金
額
以
下
で

あ
る
(
紿
与
所
辱
者
・
:
支
弘

い
給
与
の
総
額
か
鳰
万
円
以

下
、
亊
業
所
辱
者
・・
・
総
所
母

金
顎
等
が
S

万
円
以
下
)

融
資
金
額
1
0

万
円
～
5
0
万
円
(
1

万
円
単
位
)

利
率

年
3
.
0
%

返
済

融
資
を
受
け
た
日
の
翌

月
か
ら
3

年
以
内
(

元
金
均

等
月

賦
償
還
)

保
証

金
殿
機
関
所
定
の
保
証

を
受
け
て
い
た

だ
き
ま

す
(

保
証
料
は
区
で
負
廻
)

申
込
用

紙

区
内
中
学
校
在
学

者
に
つ
い
て
は

各
中
学

校

で
、
そ
の
他
の
方
は
振
興
佩

で
交
付
し
ま
す

申
込
期
間
2

年
1
1月
1

曰
～
3

年
2
月
2
8
日

申
込
・

問
合
せ

先

本
庁

舎

♀

庄
)
・
学
務
第
二
擽
振
興

係

就
学
時
健
康
診
断
を
実
施
中
で
す

来
年
4
月
に
小
学
校
に
入
隼

す
る
お
子
さ
ん
を
対
象
に
「
就

学
時
健
康
診
断
」
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

保
護
者
あ
て
の
通
知
S

は
1
0

月
中
旬
に
発
送
済
み
で
す
。
指

足
さ
れ
た
日
蒔
・
場
所
で
忘
れ

ず
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
区
立
小
学
校
に
入
学

を
希
望
す
る
外
国
人
の
方
は
、

印
か
ん
と
お
子
さ
ん
の
外
国
人

登
録
柾
明
S
(

手
帳
)
を
持
参

し
、
学
亊
第
一
係
へ

申
請
し
て

く
だ
さ
い

。

問
合
せ
先

本
庁
合
(
千
住
)

・
保
健
給
食
佩
ま
た
は
学
多

第
一
係

生
活
環
境

4
.
5
坪
の
自
家
菜
園

区
民
農
園
の
利
用
者
募
集

区
民
の

皆
さ
ん
に
、
野
粟
づ

く
り
を
通
し
て
、
土
や
緑
に
観

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
利
用

者
を
募
簗
し
ま
す
。
な
お
、
甲

し
込
み
多
数
の
場
合
は
掴
選
と

な
り
ま
す
。

募
集
す
る
農
園

表
1
の
と
お

り

利
用
期
間
3

年
3

月
叨
旬
～
4

年
2
月
下
旬

申
込
資
格

区
内
在
住
で
耕
俘

池
が
な
く
、
園
芸
に
熱
意
の

あ
る
世
帯

利
用
条
件
等

▽
野
菜
や
草
花

の
栽
培
に
限
る

▽
種
苗
や

肥
料
移
は
自
己
負
担

▽
ク

ワ

、
カ
マ
、
万
能
な
ど
あ
る

程
度
の
農
貝
は
各
晨
園
に
多

少
用
意
し
て

あ
り
ま
す

マ

水
廼
、
ト
イ
レ
な
ど
は
あ
り

ま
す

運
営
費
5

千
円
(

返
還
し
ま

せ
ん
)

申
込
方
法

往
厦
ハ
ガ
キ
に
希

望
す
る
晨
園
名
、皀
帯
主
名
、

住
所
、冢
族
全
臟
の
氏
名
・

年
齢
、電
話
番
号
を
叨
記
(
返

信
用
ハ
ガ
キ
に
も
偉
所
、
氏

名
を
記
入
の
こ
と
)

現
在
利
用
中
の
方
は
、
こ
れ

ま
で
の
区
画
番
号
も
記
入
し

て

く
だ
さ
い

。
ま
た
、
6
0歳

以
上
の
方
が
利
用
す
る
世
帯

の

方
は
、
i

人
コ
ー
ナ
ー
希

望
」
と
記
入
し
て
く
だ
さ
い
(

一
股
よ
り
当
選
率
が
優
遇

さ
れ
ま
す
)

※
申
し
込
み
は
1
世
帝
1
涵
に

限
り
ま
す
、

公
開
抽
選
1
2

月
1
3日
、
午
前
9

蒔
、
中
夬
零
町
庁
舎
3
0
3会

議
墮

申
込
期
限
1
1

月
2
2日
消
印
有

効
申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
合
・
農
産
係
(
〒
圀
中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

　
8
8
0
5
1
1
8
)

表1　募集する区民農園

水
洗
化
が
可
能
に
な
り
ま
し
た

次
の
地
域
の

水
洗
化
か
可
脆

に
な
り
ま
し
た

。
こ
の
地
域
に

お

住
ま
い
の
方
に
は
、
3

年
以

内
に
水
洗
化
工
事
を
し
て
い
た

だ
き
ま
す
。

水
洗
化
可
能
地
域
お
よ
び
供
用

開
始
年
月
日

表
2
の
と
お
り

問
合
せ
先

下
水
逎
昜
小
管
分

室

　
6
0
2
8
8
2
2

な
お
、
水
洗
化
工
事
費
の
融

賢

あ
っ
せ

ん
制
麑
が
あ
り
ま

す
。
工
亊
前
に
申
誚
し
、
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
合
せ
先

中
央
本
町

庁
合
・
計
躅
詞
塵
課
助
成
係

　
8
8
0
5
2
0
8

表2　 水洗化が可能となった地域

道
路
・
住
ま
い

借
入
金
の
1
0
%を

―
住
宅
改
修
に
助
成
金
―

今
お
住
ま
い
の
家
や
分
譲
マ

ン
シ
ョ
ン
(
共
用
部
分
を
含
む
)

を
改
修
す
る
方
が
、
区
指
定
の

金
融
機
関
か
ら
賢
金
を
借
り
入

れ
た
場
合
、借
入
金
の
1
0
%
分
は

区
か
ら
助
戉
か
受
け
ら
れ
嫐
歹
。

助
成
金

額

▽
目
己

用
住
宅
(

分
S

マ
ン
シ
ョ
ン
の
専
用

部
分
を
含
む
)
・・
・
佶
入
金
額

の
1
0
%
(
助
呎
燉
高
限
慶
額
4
4

万
円
)
V

分
譲
マ
ン
シ

ョ
ン
の
共
用
部
分
・・
i
戸
あ

た
り
の
借
入
金
の
1
0
%
(
最

高
助
碑
限
度
額
上

尸
あ
た
り
5

万
円
)

申
込
方
法

指
定
す
る
金
融
機

関
か
ら
融
資
の

承
・認
を
受

け
、
エ
李
を
始
め
る
前
に
ぷ

要
S
頬
を
添
え
て
窓
口
へ

申
込
・
問
合
せ
先

本
斤
舎
(
千

僅
)
・
ま
ち
づ
く
り
課
事
業
第

一
係

あだち
「 住 まい のリフォー ム物 語 」

「あら? 新しい窓に
したのね」

「ええ。と
ってもす

っきりしたわ」

「うちもそろそろリ
フォームしたいわ
ね」

「やっぱりリフォー
ムしてよかったで
しょ」

「うん。君の言った
と おり だ よ 」

「こんにちは、遊び
に来たよ。リフォー
ムしてきれいにな
ったねえ」

健

康

糖
尿
病
週
間
/
1
1
月
5
日
～
1
1
日

〝
治
療

も
予

防
も
あ
な
た
が
主
役
〟

糖
尿
襦
に
な
っ
た
仞
期
に
は

自
覚
屁
状
が
ほ
と
ん

ど
な
く
、

気
づ
か
な
い
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
こ
の
詞
気
は
、
早

期
に
発

見
し
、
正
し
い
冶
凍
と

食
事
療

法
を
行
え
ぱ
曹
通
と
変
わ
り
な

い
生
活
が
お
く
れ
ま
す
。

し
か
し
放
っ
て
お
く
と
、
目

や
神
経
な
ど
身
休
に
悪
影
響
を

及

ぼ
し
ま
す
。

糖
尿
祠
に
な
ら
な
い
た
め
に

▽
食
亊
は
一
度
に
ま
と
め
食
い

し
な
い

▽
毎
食
必
ず
野
粟
や
た
ん
ぱ
く

筴
を
と
る

▽
ア
ル
コ
ー
ル
と
お
や
つ
の
匳

を
減
ら
す

▽
1
日
に
5
千
～
1
万

歩
の
蓮

歩
き
な
ど
の
運
動
を
す
る

な
ど
を
心
が
け
ま
し
ょ

う
、
肥

満
と
運
動
不
足
が
大
敵
で
す
。

糖
尿
柯
患
者
の
食
串
は
、
粍

別
な
軻
大
食
で
は
な
く
、
家
族

そ
ろ
っ
て
食
べ
ら
れ
る
食
事
で

す
、
食
串
に
つ
い
て

詳
し
く
知

り
た
い
方
は
、
保
健
所
・
保
健

相
談
所
の
栄
養
相
談
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
李
前
に
電
話
予
約

の
う
え
。
お
い
で
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
に

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
を

保
健
所
・
m

相
談
所
で
は
、

区
民
の
皆
さ
ん
の
健
灰
づ
く
り

に
役
立
つ
I
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ

ッ
プ
・
塩
分
マ
ッ
プ
」
を
作
り

ま
し
た

。
ご
利
用
く
だ
さ
い

。

配
布
場
所
・
問

合
せ
先

各
保

健
所
・
保
健
相
詼
所
(

栄
養

廻
当
) 寝

た
き
り
予
防
教
室

楽
し
く
で
き
る
リ
ハ
ビ
リ
訓
練

家
政
で
で
き
る
リ
ハ

ビ
リ
訓

練
を
、
実
技
を
交
え

、
学
び
ま

す

。ま
ず
楽
し
く

、
身
体
を
勳
か

し
て
み
ま
し
ょ
う

。

日
時
1
1

月
1
9日
(
月
)
、午
吸
1

時
3
0
分
～
3

時
3
0
分

対
象

リ
ハ
ビ
リ
し
た
い
方

、

冢
族

、
閲
心
の
あ
る
方

講
師

須
廊
恵
氏
(

理
学
顰
法

士
)

定
員
3
0

人
(
先
柵
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約
(
1
1
月
6

日
か
ら
受
け
付
け
)

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

臾

和
保
倔
相
鮫
所

6
0
6
4
1
7
1

〝
健

康

で

魅

力

あ

る

女

性

の

た

め

に
〟

乳
ガ
ン
か
ら
自
分
を
守
る

食
生
活
や
生
活
習
慣
の
急
速

な
欧
米
化
で

、
乳
ガ
ン
は
碧
し

く
増
加
し
て
い
ま
す

。3
5歳
を

過

ぎ
た
女
性
は

、
乳
ガ
ン
予
価

軍

。
食
生
活
を
通
じ
て
の
乳
ガ

ン

を
は
じ
め
と
す
る
成
人
鰐
の

予

防
を
お
話
し
し
ま
す

。

ぜ
ひ
ご
參
加
く
だ
さ
い

。

日

時
1
1

月
2
8日
(
水
)
、午
唆
2

時

場
所

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア

内

容

▽
講
演
会

「
食
卓
を
見

匱
そ
う
」(井
出
美
保
子
氏
・

栄
養
士
)
7

「
乳
ガ
ン
を
自

分
で
見
つ
け
よ
う
」(自
己
倹

診
法
の
実
苣
な
ど
)

定
員
7
0

人
(
先
善
順
)

費
用

無
料

申
込
方
法

電
話
予
約
(
1
1
月
5

曰
か
ら
受
け
付
け
)

申
込
・
問
合
せ
先

千

住
保
健

所

　
貎
4
2
7
7

ご
利
用
く
だ
さ
い

訪
問
看
護
指
導

区
で
は

、
寝
た
き
り
の
方
に

訪
間
看
護
指
導
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

対
象

在
宅
で

菊
蔵
以
上
の
寝

た
き
り
の
方

。
ま
た
は
こ
れ

に
麈
ず
る
方
の
い
る
家
庭

指
導
内
容

家
庭
で
の

療
養
方

法
・
枩
覆
方
法
・
機
哺
訓
練

方
法

、
家
族
へ
の
支
援
、
諸

制
度
の
活
用
方
法

訪
問
回
数

お
お
む
ね
月
1
回

申
込
・
問

合
せ
先

各
保
健

所

、
保
健
相
談
所

仕
事
と
経
営

町
工
場
ス
ク
ー
ル
に
ご
協
力
を

施
設
の
一
部
を
聞
放
し
て
い

た
だ
き
、
区
民
の
皆
さ
ん
か
工

場
を
楽
し

く「
見
学
」「
学
習
」で

き
る
、
。町
工
場
ス
ク
ー
ル
〟

の

モ
デ
ル
エ

婦
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

。町
工

場
ス
ク
ー
ル
'

は
、

す
で
に
企
業
を
経
営
し
て
い
る

方
、
こ
れ
か
ら
企
業
を
起
こ
そ

う
と
し
て

い
る
方
々
を
育
て
る

串
業
で

す
。工
場
主
の
皆
さ
ん
、

ぜ
ひ
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。町

工
場
ス
ク
ー
ル
に
す
る
た

め
に
、
I
エ

耨
あ
た
り
川
万
円

を
授
助
し
ま
す
。

応
募
・
問
合
せ
先

中
央
友
町

庁
舎
・
商
工
振
興
課
(

　
貎
5
1
9
1
)

、
本
庁
舎
(
千
庄
)

・
ま
ち
つ
く
り
課
、
助
足
立

区
ま
ち
ヴ
く
り
公
社
(

　
9

了
7
6
1
)

みんなの健康
足 立 保 健 所 　855- 4151
千 住 保 健 所 　888- 4277
江 北 保 健 相 談 所 　896- 4034
東 和 保 健 相 談 所 　606- 4171
中 央 本 町 保 健 相 談 所 　880- 5351
本庁 舎(千住)・保健予防 係 　882- 1111㈹

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

掛
金
　
年
間
1
口
5
0
0
円

見
舞
金
　
1
万～
1
5
0
万
円

申
込

先
　

区
内

金
融
機
関

(
郵
便
局
を
除
く
)

問
合
せ
先

本庁舎・特別区

交通災害害共済担当

8821111 ㈹
安 全 こ そ 最 高 の テ ク ニ ッ ク

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
(
2
)

大
正
時
代
に
は
あ
っ
た
東

京
の
同
和
地
区
が
、
屍
在
明

確
で
な
い
の
は
な
ぜ
で
し
ょ

う
か
。

そ
れ
は
。
震
災
、
戦
災
に

よ

る
2

度
の
大

き
な
変
化

と

、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長

期
を
頂
点
と
す
る
人
口
、
産

業
の
極
度
の
集
中
に
よ
っ
て

東
京
は
巨
大
化
し
、
旧
来
の

地
戴
的
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
急

瀲
に
崩
凛
し
つ
つ
あ
る
か
ら

で
す
。

い

わ
ゆ
る
米

解
放
郎
落

(
同
和
地
区
)
の
地
域
が
明

確
で
な
く
な
り
、
ま
た
、
人

口
や

産
業
の

集
中
化
に
と
も

な
い

、
一
段
と
混
住
が
進
ん

だ
の
で
す
。

し
か
も
、
大
都
市
特
宵
の

意
歐
傾
向
と
し
て
、
自
分
に

直
接
関
係
の

な
い
も
の
に

対

し
て
は
無
関
心
だ
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
歴
史
的
に
み
て

薩
差
別
部
t
tが
設
け
ら

れ
た

こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り

、
ま

た
現
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
お
き
て
い
ま
す
。

差
別
の
一
つ
に
就
職
差
別

が
あ
り
ま
す
。
就
職
差
別
と

は

、
本
人
の
能
力
に
関
係
な

く
、
同
和
地
区
出
身
者
で
あ

る
こ
と
に
よ
っ
て
。
就
取
に

あ
た
っ
て
差
別
さ
れ
る
こ
と

で

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
は
、
本
庁
舎
(

千
住
)
・
同
和
対
策
担
当
へ
。

お
で
か
け
く
だ
さ
い

じ
ど
う
か
ん
ま
つ
り
'
9
0

□
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
子
供
の

文
化
と

遊
び
の
質

を
考
え

る
」多

種
多
様
で
、
し
か
も
目

ま
ぐ
る
し
く
変
わ
る
環
境
の

中
で
育

っ
て

い
く
子

供
た

ち
。
そ
の
子

供
の
文
化
や

遊
び
を
大
人

は
ど
う
と
ら

え
。
か
か
わ

つ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。
テ
レ
ビ

ゲ
ー
ム

を
実
際
に
見
な
が
ら

考
え
ま

す
。

日
時
H

月
1
7日
(

土
)

、

午
後
1
時
3
0分
～
4

時
3
0

分

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー

シ
ン
ポ
ジ
ス
ト

▽
棄
正
樹

氏
(
フ
ァ
ミ
コ
ン
研

究
家
)

▽
須
廛
敏
氏
(

大
臾
文

化
大
学
教
授
)

マ
河
南

芝
二
氏
(

足
立
区
少
遅
協

串
務
笳
長
)

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

瀬
田

智
恵
子
氏
(

蝪
人
問
題
専

門
員
)

※
幼
児
の
保
育
室
も
用
意
し

て
い
ま
す

。

□
み
た
い
・
し
り
た
い
・
あ

そ

び
た
い

〝じ
ど
う
か
ん
ま

つ
り
〟

日

時
H

月
1
8
日
(
日
)

、

午
前
9

時
蜀
分
～
午
唆
3

時
3
0
分
(
雨
天
中
止
)

場
所

峻
瀬
小
学
校
校
庭

、

東
唆
瀬
公
菌
多

目
的
広
場
(

入

場
無
料
)

内
容

▽
ド
ッ
ジ

ポ
ー
ル

▽
つ

な
ひ
き
大
会

▽
発
表
コ

ー
ナ
ー

▽
俘
る
コ
ー
ナ

ー

▽
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー

▽
展
示
コ
ー
ナ
ー

問
合
せ
先
中
央
本
町
庁
舎

・
庄
区
施
般
課
事
笑
係

8
8
0
5
1
8
1

掲
示
板

□
こ
の
社
会
、
あ
な
た
の
税

が
生
き
て
い
る
―
―
税
を
知

る
週
間
―
―

1
1月
日
日
～
ロ
日
は
「
税

を
知
る
迎
間
」
で
す
。
こ
れ

は
、
広
く
皆
さ
ん
に
税
の
意

曩
や
役
割
を
、
正
し

く
理
解

し
て
い
た
だ
く
た
め
設
け
ら

れ
た
も
の
で
す
。

「
く
ら
し
を
さ
さ
え
る
税
」

を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に

、
税
務

協
力
団
体
の
講
演
会

、
税
の

無
料
相
談
等
が
行

わ
れ
ま

す
。く

わ
し
く
は

、
足
立
碗
務

黹
(
　
誣
6
2
4
1
)

。
西

新
井
税
秘
署
(
s

謁
1
1
1
1
)

へ

。

□
労
働
講
座「
女
性
と
職
場
」

日
時
・
内

容

▽
1
1月
3

日
E

パ
ー
ト
の
法
律
知
識

▽
2
9
日
・
=セ
ク
シ
ャ
ル
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と
男
女
平
等

▽
1
2月
3

日
・
=
蔵
職

、

転
職

、
再
脱
職

い
ず
れ
も
午
懴
6

時
1
5分

～
8

時
4
5分

場
所

北
千
庄
駅
ヒ
ル
ウ
イ

ズ
7

蔆

ウ
ィ
ズ
サ
ロ
ン
(

入
場
無
料
)

対
象

婦
人
労
働
者

、
パ
ー

ト
タ
イ
マ
ー
な
ど

定
員

网
人

申
込
方
法

電
話

、F
A
X

、

甲
込
s
の
い
ず
れ
で
も

申
込
・
問
合
せ
先

王
子
労

政
事
務
所
(
s

籾
0
1
1
7

、F
A
X
峩
2
0
3
6
)

□
防
火
の
そ
な
え

、
住
ま
い

に
、
町
に

H
月
9

日
か
ら
1
5日
は

、

秋
の
火
災
予
防
運
勳
が
行
わ

れ
ま
す

。
火
災
が
多
く
な
る

こ
の
跨
期

、
家
庭
や
地
域
で

火
災
の
発
生
を
防
ぎ

、
尊
い

生
命
と
貴
重
な
財
産
を
守
り

ま
し
ょ
う

。
《
東
京
消
防
庁
》

□
足
立
都
税
事
務
所
の
改
修

来
年
3

月
ま
で
庁
舎
の
改

修
の
た
め

、
駐
車
塲
が
哽
え

ま
せ
ん

。
自
勦
車
で
の

ご
来

湯
は
こ
還
慮
く
だ
さ
い

。

《
足
立
都
税
務
所
》

ひ

ろ
ば

※
先
層
順
で

、1

団

体
1

事
業
、3
ヵ
月

閥
再
掲
載
不
可

。

投
稿
先
・
・・
広
報
課

=
催
し
物
=

☆
花
畑
ギ
タ
ー
マ
ン
ド
リ
ン

グ
ラ
フ

、
簗
了
回
定
期
コ
ン

サ
ー
ト
H

月
1
8
日
(
旦

、

午
後
2

肝
1
/

桜
花
亭
/
サ

ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク

ほ
か
/

入
婦
無
料
/

角
田

昌
0
8
2
5

=
募
集
=

☆

バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル
江
北

毎
週
月
曜
日

、午
後
4

時
(
幼

児
・
小
学
生
)

・
6
時
(
中

学
生
I
大
人
)
/

江
北
四
丁

目
団
地
み
ど
り
会
集
会
所
/

入
会
金
2

千
円

、
月
額
2
千

刈
円
/
町
田

　
8
9
6
5
5
9
1
(

夜
間
)

☆
編
み

物
教
室

毎
月
第
2

・
4
木
曜
日

、
午
俊
6

時
3
0

分
～
8

時
3
0分
/
竹
の
曜
セ

ン
タ
ー
/
月
額
千
沺
円
/
野

村

　
8
8
3
5
3
5
2

ご
太
極
拳

毎
週
土
曜
日
、

午
凌
1

時
3
0分
1
3

時
/

貧

富
セ
ン

タ
ー
/

入
会

金
千

円

、
月

額
2
千
円
/
安
或

瑟
6
7
4
0

卜

合
唱
団
四

季

土
曜

日

(
月
2

回
)
、
午
後
3
時
～
4

時
3
0分
/
千
寿
第
八
小
学
校
/

入
会
金
千
金

、
月
額
千
円
/

星
野

　
眤
3
8
3
4

し
水
墨
画
i

契
合

第
2

・
4

火
曜
日

、
午
後
2
時

～
/

エ
ル

ーソ
フ
ィ
ア
/

入

会
金
千
円

、
月
額
千
湎
円
/

中
川

　
叫
1
7
3
0

ウ
社

交
ダ
ン
ス

毎
週
水
曜

日

、
午
後
7

時
～
9

蒔
/
産

業
振
興
館
/
月
額
3
千
网
円
/

渡
辺

　
矧
2
5
0
6

ド
(
ド
ミ
ン
ト
ン

、と
ん
ぐ

り
ク
ラ
ブ
ヽ

毎
週
火
・
金

曜
日

、
午
後
7
時
～
9
時
/

亀
田
小
掌
校
/
初
心
者
歓
迎
/

入
会
金
千
円

、
月
額
千
円
/

北
原

　
8
8
9
2
8
3
1
　
(

夜
間
)

承

罵
み
二

実
会
)・

毎
月

第
2
・
4

木
曜
日

、
午
後
1

時
3
0分
1
3

時
3
0分
/
竹
の

狠
セ
ン
タ
ー
/
月
額
2
千
円
/

小
師

　
吻
5
0
4
6
J

水
曜
ヨ
ー
カ
ク

ーフ
フ

毎

週
水
曜
日
、
午
前
1
0
時
～
1
1

蒔
3
0分
/

総
合
ス
ポ
ー
ツ

セ

ン
タ
ー
/

初
心
者
、
中
高
年

歓
迎
/

入
会
金
千
円
、
月
額

千
迦
円
/

佐
々
木

　
M
I

☆
太
極
拳
・
練
功
十
八
法

毎
週
水
曜
日

、
午
後
1
時
～
2

蒔
3
0
分
/
東
東
武
遭
館
/

入
会
金
3
千
円
、
月
額
3
千

円
/
大
竹

　
翻
9
7
1
8

☆
社
文
ダ
ン
ス

祕

生
命

毎
週
土
曠
日

、
乍
後
5

時
3
0

分
～
9

時
/
弥
生
小
学
校
体

育
館
/

入
会
金
千
円
、
月
額
3

千
沺
円
/
慶
岡

　
鋭
0

☆
い
け
花
&
ア
レ
ン
ジ
メ
ン

ト

毎
週
水
曜
・
木
曜
日
、

午
後
6
時
1
8

時
/

綾
瀬
ブ

ル
ミ
エ
/

月
額
2
千
瞋
円
/

鈴
木

　
脚
0
5
1
0

ウ
五
反
野
ダ
ン
ス
同
好
会

毎
週
月
岨
日
、
午
後
7

時
～
9

時
/
呎
和
信
用
金
席
五
反

野
支
店
/

中
級
者
/
入
会
金

千
円
、
月
額
2
千
网
円
/
深

野

　
s
5
3
2
9

☆
一

立
剣
友
会

毎
週
日
腥

日
、
午
後
4

時
～
/
千
寿
第

四
小
学
佼
/

小
学
1
年
～
爾

年
/
入
会
金
(

―
家
族
)
2

千
円
、
月
額
千
円
/
吉
田

　
6
2
9
4
3
3
7

区役所は第2 ・第4 土曜日 はお休
み( 今月は10 日と24 日) です。

ただし、文化・スポーツ施設等は
開いています。
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浮
世
絵
を
読

む

公
開
講
演
会

北
斎
、
広
豼
ら
の
浮
世
絵
も

角
度
を
変
え
て
み
れ
ば
、
意
外

な
お
も
し
ろ
さ
を
発
見
で
き
ま

す

。浮
世
絵
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
と
し

ゃ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
・
内
容
・
講
師
▽
H
月
　

1
7
日
・
:
「
浮
世
絵
に
み
る
江
　

戸
の
町
並
」
玉
井
哲
雄
氏
♀
　

葉
大
学
助
教
授
)
マ
1
1
月
　

2
4
日
;
二
浮
世
絵
に
み
る
江
　

戸
時
代
の
骨
相
」
加
藤
征
氏

(
東
京
慈
恵
医
科
大
学
助
教

授
)

※
い
ず
れ
も
午
後
2

時
～
4

時
。

対
象
1
8

歳
以
上
の
区
内
在
住

・
在
動
・
在
学
の
方

定
員
1
2
0
人
(

抽
選
)

申
込
方
法

往
復
(
ガ
キ
に
住

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号

、
希
望
の
講
演
会
を
明
記

(―
人
1

講
演
に
つ
き
1

枚
)

申
込
期
限
H

月
1
0日
必
着

場
所
・
申
込
・
問
合
せ
先

郷

土
博
物
館
(

〒
1
2
0大
谷
田
5
　

ふ
J
一
l
l

　
6
2
0
9
3
9
3
)

郷
土
芸
能
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い

区
内
に
は
現
在
、
3
3の
郷
土

芸
能
保
存
会
が
あ
り
、
郷
土
芸

能
の
伝
承
と
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。
郷
愁
を
さ
そ
う
太
鼓
や

笛
の

音
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

日
時
H

月
1
1
(日
(
日
)
、
午
前

H
時
開
演

場
所

竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
4

階

大
ホ
ー
ル
(

入
場
無
料
)

出
演
団
体

曙
箕
輪
ぱ
や
し
桜

会
ほ
か
1
2
団
体

問
合
せ
先

郷
土
博
物
館

a
6
2
0
9
3
9
3

商業経営近代化講座
参加者募集

区
で
は
、9
0年
代
を
生
き
抜

く
活
力
と
魅
力
あ
る
商
店
街
づ

く
り
の
た
め
、
東
京
商
工
会
議

所
足
立
支
部
と
の
共
催
で

、
商

業
経
営
の
近
代
化
を
目
的
と
し

た
講
座
を

、
シ
リ
ー
ズ
で
行
い

ま
す
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第5 回
足立区観光写真コンクール

作品募集
観光協会では、写真を通して「ふ

るさと足立」の姿を広く区の内外
に紹介するため、観光写真コンク
ールを行っています。現在、四季
折々の作品を募集しています。
題材 区内の公共施設、名所、旧
跡、文化遺産、伝統行事、河川、
街なみなど

応募規格 カラープリント四 ツ切
り( ワイド四ツ切りは除く)

応募資格 区内在住・在動でアマ
チュアの方

応募要領F 応募用紙」に所要事
項を記入のうえ、直接持参また
は郵送

応募先 足立区観光協会事務笳ま
たは区内写真商業協同組合加盟
店
※ 応募用紙は、観光協会事務局、区
内の主なカメラ店に置いてありま
す。
表彰 区長賞1 点、特選2 点、準
特選4 点、入選10点、佳作15点

応募期限 平成3 年1 月31日
問合せ先 足立区 観光協会( 中央
本町庁舎・商工振興課内)
〒120中央本町1―17―1

0880 ―5191

図書館からのお知らせ

文化を深める秋
図書館へ

● 中央図書館は11月10日から開館
秋の夜長を読書で過ごし てはい
かがですか。改修工事のため長い
間休館し 、ご不便をおかけしまし
たが、模様替えなども終え。いっ
そう使いやすくなりました。ぜひ、
ご利用ください。
問合せ先 中央図書館

0840 ―4646
・ 読書週間記念講演会「妻、母、そ
して仕事を持つ女として」
日時11月17日( 二辷) 、午後6時30　
分～8時30分
場所 鹿浜センター
講師 豊原ミツ子氏( タレント・
エッセイスト)
定員・費用120 人・無料
申込方法 電話または直接窓口へ
申込・問合せ先 鹿浜図書館

0857 ―6551
亜新田コミュニテ ィ図書館臨時
休館
期間11月12日～21日
※ たいへんご不便をおかけし ます
が、他の図書館をご利用ください。
問合せ先 新田コミュニティ図書
館 　912―1767

青年センタ ーの催 し
遊・遊セミ ナー/ ハーブの 楽し み

香り高いハープを生活の中に取り
入れるための、ノウハウを学びます。
日時11月22日・29日、12月6日・　
13日・20日いず才1も午?麦7F吟～　
9時

対象 青年男女
費用 無料( 材料費各回600円は自己
負担、全5 回)

定員40 人
申込方法 往復ハガキに郵便番号、
住所、氏名、年齢を明記

申込期限11 月15日消印有効

青少年洋上セミナー参加
高校生の中国体験発表
今年で11回になる東京都青少年洋

上セミナーに、足立区から17人の高
校生が参加。7 月末に中華人民共和
国を訪問し、交流を深めてきました。
往復の船上生活や現地での交流を
通して体験したこと、感じたことな
ど、スライドを交えて発表します。
日時11月10日( 土) 、午後3時～5時
申込方法 直接会場へ
ボランティアセミナー
- あだちを外国語で紹介し てみま
せん力ヽ -
あなたは外国の方に足立をどのよ

うに紹介し ますか。最近は、いろい
ろな国の方が足立に住んだり、訪れ
たりするようになっています。その
人たちに足立の良さや、暮らしの情
報を伝えてみませんか。
今回は、情報収集や整理、翻訳な

ど一連の流れを学び、実践します。
日時11月20日・27日、12月4日・　
11日、1月8日・22日・29日、2　
月5日いずれも午後7時～9時
※ 休日に、区内各地で実践体験を行
います。
対象 青年男女

定員30 人
申込方法 電話
子育てサロン
子育てについて、専門家の話を闃
いたり、話し 合ったりします。
日時11月14日( 講義) 、28日( 話し　
合い) 、いずれも午前10時～正午

定員80 人
※ 参加中にお子さんを預かります。
シネサロン/

フ ァミ リ ービ ジ ネ ス
一大 ビ゙ジネス、、を進めるコソ泥

一家の愛と憎しみ、強いきずなを感
動的に、またコミカ ルに描きます。
日時11 月21日(水) 、午後7 時から
定員100 人( 整理券を11月5 日から
窓口で配布)

ビデオコンサート
テ ィナ・ターナー
ブ゙レイク・エブリ・ルール、、

日時11 月15日( 木) 、午後7 時から
定員80 人( 整理券を11月6 日から
窓口で配布)

い ず れ も

費用 無料
場所・申込・問合せ先 青年センター
〒123西新#1 ―4―17

昔890- 0061

く ら し に役 立つ テ スト 教 室

ビタミンC を
テ ストす る

健全な体を支えるビタミン類。今
回は野菜・果物のビタミンC を調べ
てみます。

日時11月16日( 金) 、午後1時～3　
時

定員20人( 11 月6 日から受け付け)
費用 無料
場所・問合せ先 消費者センター

音880- 5385

(財)足立区体育協会の事業
ワクワクスーパーウォーク

参 加 者 募 集

日時n 月23日( 金) 、午前8 時30分
集合( 元溯江公園キャンプ場)
コース 元溯江公園一内匠橋- がけ
川遊歩道一中川堤一佐野いこいの
森一飯塚嚔一中川公園( 昼食) 一
新加平桾一保木間せせらぎの道一
元溯江公園( 約14キロ政、4 時間)

申込方法 ハガキに庄所、氏名、年
齡、性別、電話番号を明記

申込期限11 月15日( 必着)
申込・問合せ先 足立区山岳連盟事
務局 荒川市郎( 〒123本木2 ―26　
―12 　889―8000)

お正月スキースクール

お正月を白銀の世 界で過ごしてみ
ませんか。
日時12月30日( 夜) ～1月4日( 朝) 　
帰京予定( 5 泊6 日, 車中2 泊)

場所 妙高池の平スキー場
定員80 人
費用 じ>大人… 57, 000円[ > 小学生
以下… 50, 000円( 保護者同伴)

※ 昼食, リフト 代は各自負担。
申込方法 電話予約
申込金 じ>大人… 17, 000円 し)子供
… 1〔〕, 00{ }円( 郵便振替)

問合せ先 足立区スキー協会 堀内
U882 ―7789

あなたの相談室 問合せ先 足立区役所本ほ舎( 千住) 1 階区民相岐室
住 所 干- 4- 18**882- 1111 ㈹

困 ったこ とや 心 配なこと かあ りまし たら 、気 鰹にご 利用く ださ い( 無料 ・秘密 厳守)

Se. A. 250, 000


